
 

ボヌール・デ・シアン 



 

実はわんちゃんには社会化期という社会に適合できる大切な時期があることをご

存知でしょうか? この大切な時期に適切に社会化させることが、パピー教育のひ

とつです。 

 

またこの時期は大変短く、タイミングを逸してしまうと社会化させるのはとても難

しくなってしまいます。 

なぜなら子犬の体が育ちいつまでも好奇心旺盛なままでは、群れからはぐれたり、

また捕食者に狙われてしまうリスクが上がります。 

ですので、生存率を上げるために本能によってこの社会化期と呼ばれる好奇心の

窓は必ず閉まるようになっているのです。 

 

そしてこの好奇心の窓が閉まると"怖い"と言う感情が生まれます。 

この"怖い"という感情は生命維持に必要な感情です。 

ですがこの"怖い"と言う感情こそが様々な問題へと発展するのです。 
 

 

わんちゃんの幸せのために 
 
また困ったわんちゃんにならないために 

 
犬にも 

 
幼児教育（パピー教育）が必要です 

ー 1 ー 



* 社会化とは？ * 

「その動物が生まれる環境に対応できる時期のこと」 

 

この時期に人間社会の様々な環境

に慣らす必要があります。 

この人間社会の環境には、他犬との

関係も含まれます。ですから社会化

を社会化期にさせるということがと

ても大切になります。 

 

さらにその時期は生後１６周齢まで

と言われており、この時期を逃すと社

会化させるのはとても難しくなりま

す。 

ちなみに他犬との関係を築く事は更

に難しくなるのです。 

ですがこの時期、日本のペット流通

の問題やワクチネーションにより「外に

出してはいけない」と指導されます。 

 

 

 

 

そして無事ワクチネーションが終わり晴れてお散歩

デビューした時には時すでに遅し、社会化期が終わ

ってしまっています。 

 

そのためわんちゃんはお家で家族と過ごす分には問

題が起きなくても来客やお散歩など外に出ると急

にビクビク、オドオドして吠えたり噛んだりという問

題行動が出てきてしまうのです。 
 ー ２ ー 



 

よく 

「うちの子は内弁慶なのです」 

と、言いますが 

「内弁慶にしてしまった!」 

というのが 

正しい認識になります。 
 

 

しかも内弁慶という言葉だけで片付けてしまう方が多いのですが、言い換えれば 

“わんちゃんは常に恐怖の中で一生生きること”になるのです。 
 

想像してみてください。 

それがどんなに苦しくて辛いか。。。 
 

そのような状況ではストレスで病気になってしまっても当然といえます。だからこそこ

の"怖い"を少しでも減らすことで、この子たちを健やかに、また周りにも迷惑かけず

に私たちもわんちゃんとの生活を楽しむことができるようになるのです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ー ３ ー 



 

* 日本のわんちゃんはネグレクトで病気に！？ * 

 
【ネグレクト＝無視すること。ないがしろにすること。大辞泉 参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１歳で人間の１７歳、２歳でまだ２３歳ですから現在の日本の飼育環境（１日２回

歩いてのお散歩)では小型犬でさえこの月齢のわんちゃんのエネルギーを解消する

ことは不可能と言えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「わんちゃんにとってのネグレクトとは？」 
そう、基本わんちゃんはお留守番！ 

という、考え方が実は間違っているのです。 
留守番という言い方と、ネグレクト。 
どちらも 1人で居る時間ですよね？ 

“1人で留守番”も“1人で放置”も、状況は同じなのです。 
私達は犬は１人で留守番が当たり前だと思っていますが、 

わんちゃんからするとそれはネグレクトなのです。 
なぜならわんちゃんは群れで生活する動物だからです。 

ー ４ ー 



先にも記しましたが起きている間中親

兄弟と狩りのレッスン(戯れる、噛む、引

きちぎる、追いかける、壊すなど)をして、

疲れたら寝る、それが野生での姿です。

母犬がもう１時間も遊んだから寝ますよ

とは言わないでしょう? 

 

それを私たち人間の都合で１日何時間

も１人にさせた上、わんちゃんにわんちゃん

らしい行動をとらせてあげられるのは一

体どのくらいの時間でしょうか? 

 

ですが逆に考えればしっかりエネルギーを

消費させてあげることで、甘噛みや誤飲

など、パピー特有の問題行動は解消す

るといえます。 

 

また動物先進国イギリスでは４時間以

上の留守番はネグレクトと言われ、さら

には英国立獣医大学の調査で、退屈

による刺激不足が脳を萎縮させる危険

性があることも報告されています。 

しかもすでにこの長い留守番のせいで、

わんちゃんも心の病にかかることがわかっ

ています。 

 

わんちゃんにわんちゃんらしい生活(環境)

を与えてあげること、それは私たち飼い

主の義務なのです。 

心の病とは、例えば執拗に脚を舐める

脚舐めや、自分の毛をむしってしまってハ

ゲたりすることです。 
ー ５ ー 



ここまで読んでいただき「私は１日中わんちゃんと一

緒にいるから、私たち家族だけで育てられるわ！」と

思った方もいらっしゃるのではないでしょうか? 

 

ですが、わんちゃんとのコミュニケーションはわんちゃん

からしか教えてもらえません。 

 

何度も言いますが、わんちゃんは群れで生活するの

で、わんちゃんらしく育てるためには他のわんちゃんの

力も必要なのです。 

 

またインターネットや書籍を見てしつけをしようとして

も、うまくいきません。なぜならあなたのわんちゃんの

処方箋では無いからです。 

 

わんちゃんにも個性があり、その個性に合わせたしつ

けの方法があるからです。 

 

またわんちゃんのしつけはわんちゃんを迎えたその日か

ら始まります。 

おうちでいろいろ試行錯誤することでむしろしつけを

難しくしてしまうケースが多いのです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
ー ６ ー 



* 心も体も健やかに育てるために * 
 

 

 

 

 

 

 

そうです。わんちゃんの困った行動はほとんど 
 

・大切な幼児期に必要な教育をしていなかった 

・必要なエネルギー解消の環境を与えていなかった 

・間違ったしつけをしてしまった 
 

ことが起因といえます。 

わんちゃんは成長の過程で様々なことを学びます。それ

はすべて捕食に必要な術を学んでいるに過ぎないので

す。そしてその捕食行動を行動欲求と言い、この行

動を制限することでさらに問題は大きくなるのです。 

 

なんでも噛む、人の手や足を噛む、ぬいぐるみを噛んで

中身を出す、床に落ちているものは何でも口に入れ

る、これも実は全て捕食行動の一部なのです。捕食行動という事は、本能という

ことです。 

だから怒っても叱っても治らないのです。なのに私たちはもっと激しく叱ったりしてし

まうことも。こうして考えてみると私たちはわんちゃんの生態を知っているようで全く

知らなかったことに気づかされるのではないでしょうか? 

 

 

 

 

 

 
ー ７ ー 



* 幼稚園こそ最新最適な教育システム * 
 

わんちゃんを健やかに育てるには環境も大切だとい

えます。ですが、わんちゃん同士で遊ばせるだけでは

人間社会に慣らすこと、人間との関わり方を学ぶ

ことができません。だからこそ幼稚園ではプロのトレ

ーナーが人間との関わり方も教えているのです。こ

れが一般的に言われるしつけです。 

 

※わんちゃんの学習は人間とは違います。 

原因と結果に基づき行動しますので、常に上書きされる習性があります。 

 

好きでは人間社会のルールを教えることとされていますが、当幼稚園ではわんちゃ

んには人間との関わり方を、また人間はわんちゃんとの関わり方を学んでもらってい

ます。 

双方を理解しあうことからしつけは始

まると考えているからです。 

ですので、わんちゃんだけが通う方は別

に家族が一緒にお勉強するファミリーレ

ッスン(FL)を設けております。 

 

幼稚園を卒業しても、ずっとずっと家族

と幸せに暮らしてほしいからです。 

 

 

私達ボヌール・デ・シアンの願いそれは、 

飼い主さまもわんちゃんもいつまでも笑顔でいて欲しい。 

ただそれだけです。 

 

 
ー ８ ー 



 



 



育犬=ハグわん 

わんちゃんの心を抱きしめるように健やかな心を育む 

新しい考え方のわんちゃんの教育スタイル 

ボヌール・デ・シアンは“育犬=ハグわん”を推奨します 

 

 

 

 

ドックトレーナー 大村 亜津子 
 

18歳から単身レース界に乗り込み 
ワークスドライバーや 

フォーミュラードライバーにまで登り詰める。 
その後、ボランティア活動をしながら 
ドッグトレーナーとしての道を進み 

様々な団体のしつけの考え方やテクニックを学び 
自分のスタイルを確立。 

問題は飼い主の知識不足にある！ 
と個別に指導。 

その結果他のしつけ教室などで改善出来なかった 
わんちゃんのしつけ直しでも多くの成果を出す。 
また、同時にドッグトレーナーとしてだけでなく 
わんちゃんと健康に末永く暮らしていくために 

必要な情報を提供すべく 
手作り食の勉強や 

動物看護士としての経験も積み 
愛犬の急変や緊急時にも対応し 
お客様からの信頼も厚い。 

 
ボヌール・デ・シアン 

所 在 地 東京都中央区佃 2-13-12 

Ｔ Ｅ Ｌ 03-5859-0858 

Ｆ Ａ Ｘ 03-5859-0858 

営業時間 10：00～19：00 

定 休 日 毎週木曜日 


